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上記から始まり 2004 年 10 月 23 日の新潟県中越地震の頃までにおける震災資料を保存
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に撮影された写真と現場の平面図を照らし合わせながら、写真に写る資料 1 点 1 点につき
データを作成し、分析した。一方現物資料については、筆者が以前作成したデータ22を用
いて新たに分析を行った。詳細はそれぞれ第 3 章と第 4 章にて説明する。 
  
                                                   
20 ふくしま震災遺産保全プロジェクト実行委員会, 2017, p. 1. 
21 ふくしま震災遺産保全プロジェクト実行委員会, 2017, p. 8. 








た 2011 年 3 月 11 日現在での人口は 6,830 人であった。この日、町では震度 6 強を観測し、
2,500 人以上の町民が屋内避難のため町内の各避難所へ避難した。翌 12 日、双葉町の全町
民に避難指示が下り、2,200 人の町民が福島県伊達郡川俣町へ避難した。その後、福島第一
原子力発電所（以下、福島原発）の 1 号機が爆発した。19 日に 1,200 人の町民が埼玉県さ
いたま市中央区のさいたまスーパーアリーナへ避難し、30,31 日には更に旧埼玉県立騎西高
校の校舎へ移動した。4 月 1 日、旧騎西高校校舎内に双葉町役場埼玉支所を設置し、役場機
能と居住空間が一体となった校舎が誕生した。ここまでの避難経緯は図 2 の通りである。
22 日には政府が福島原発から半径 20km 圏内を警戒区域と設定した。これは双葉町の全域
を含んでおり、町への立ち入りが制限されることとなった。 
7 月 2 日、茨城文化財・歴史資料救済・保全ネットワーク（以下、茨城史料ネット）が「東
日本大震災で被災した文化財・歴史資料を救済・保全するため」24設立された。12 月 12 日
に茨城県つくば市に「つくば連絡所」が設置され、2012 年 7 月 26 日には双葉町生涯学習
事業「郷土文化教室」第 1 回のために茨城史料ネットから講師が派遣された。10 月 15 日、
双葉町が役場機能をいわき市内へ移転することを発表した。11 月 1 日、双葉町生涯学習事
業「郷土文化教室」第 2 回のため、茨城史料ネットがつくば連絡所に講師を派遣した。12
月 11 日に震災資料の救出・保全について双葉町教育委員会と筑波大学図書館情報メディア




波大学が連携事業の開始を合意した。5 月 28 日、双葉町の避難指示区域が再編され、町域
の 96%が帰還困難区域、残る 4%が避難指示解除準備区域に設定された。 







                                                   
23 白井, 2018（予定）. 





が行われた。保全された震災資料については 9 月 17 日に筑波大学春日エリアへ移送される
とともに、整理作業が開始された。2014 年 2 月 10 日、旧騎西高校避難所の閉鎖作業に伴
い震災資料の保全作業が行われ、資料は筑波大学春日エリアへ移送された。3 月 27 日に旧
騎西高校避難所が閉鎖され、施設は埼玉県へ返還された。 
その後、6 月 29 日に双葉中学校、8 月 30 日に双葉北小学校・双葉町役場庁舎・鴻草公民
館という日程で、双葉町内において避難所となっていた各施設の避難所跡調査と資料の保
全作業が行われた。11 月 26 日、東日本大震災アーカイブ拠点施設の設置について双葉町長
が福島県知事に要望を出した。2015 年 3 月 8 日、再び双葉中学校の避難所跡調査が行われ
た。4 月 15 日、福島県が「東日本大震災・原子力災害アーカイブ拠点施設有識者会議」（以
下、福島県有識者会議）を設置した。16 日、筑波大学が web サイト「福島県双葉町の東日
本大震災関係資料を将来に残す」を開設した。9 月 10 日、福島県有識者会議が「東日本大
震災・原子力災害アーカイブ拠点施設の機能、内容等について（報告）」を提出。2016 年 4
月 15 日、筑波大学が web サイト「福島県双葉町の東日本大震災関係資料を将来に残す」の
英語版を開設した。8 月 29 日、福島県が東日本大震災アーカイブ拠点施設を双葉町内に建
設することを決定した。 
9 月 17 日、ライフケア双葉の避難所跡調査が行われた。11 月 10 日、国立歴史民俗博物
館・国立台湾歴史博物館が筑波大学に来訪し、震災資料の調査を行った。30 日に双葉町生
涯学習事業「ふたば・かぞ生活学級 震災とふたば」が開催され、双葉町民が筑波大学春日
エリアで保管している震災資料を見学した。12 月 20 日、『双葉町復興まちづくり計画』（第
二次）が公表された。2017 年 3 月 27 日、福島県が「東日本大震災・原子力災害アーカイ
ブ拠点施設基本構想」を策定した。5 月 17 日に国立台湾歴史博物館が特別展示のため震災




本研究では 2013 年 6 月に保全された、双葉町役場埼玉支所及び旧埼玉県立騎西高校避難
所の資料と、同じく 6 月に撮影された現状写真を扱う。そこで、双葉町役場埼玉支所と旧騎
西高校避難所について、旧騎西高校の校舎（写真 1）という観点からその概要について説明
したい。2013 年 6 月に行われた資料の保全作業時のメモより、校舎の各場所にあった部屋








が行われていた。このような校舎全体における公共スペースは主に 1, 2 階、第 1, 2 体育館
と生徒ホールだった。 
上記のような形態で成り立っていた旧騎西高校から保全された資料について、保存箱の






























原状写真は、写真 2 のようにまず校舎内を広く写した後に、写真 3 のように資料群全体





このように撮影された写真に写っている掲示物の 1 点 1 点を対象として、筆者が考案し
たデータ項目26に多少の改変を加えたものを用いてデータを作成した。実際に用いた改変後





                                                   
25 第 2 章の第 1 節では現状写真と述べていたが、本研究を行うにあたり当写真は資料の元の
状態を表す役目を担うため、あえて原状写真と表記している。 
















































会事務局エリアに 1 点あるだけだった。ちなみにこのエリアというのは、写真 9 に見える
外階段を上り、写真 10 の入り口を入ったところにある。入り口を入ってすぐ左手を見ると、


































側の総資料点数が 48 点、東側の総資料点数が 44 点と、資料点数に大きな差は見られない。 
補足すると、1 階における原子力対策室部分が、物資保管場所であった第 2 体育館への渡
り廊下に繋がる場所であり、同じく 1 階における町役場事務室部分は第 1 体育館への渡り
廊下に繋がる場所であった。また既に記した通り、玄関付近には 2 階における掲示物の大
部分が集中していた。以上のことを踏まえると、東側の階段は玄関付近の情報を見るときに




























































分析の際には、メッセージの位置、材質、作成地と作成者、数量の 4 点に着目した。 
 
(1). メッセージの位置 













                                                   
27 川浦, 2016, (卒業研究). 







 4 つの観点からの分析を終えたのち、第 3 章でも用いた原状記録写真と千羽鶴とを併せて
分析を行った。写真の撮影方式などは基本的に第 3 章で説明したものと同様であるが、千
羽鶴を確認できる原状記録写真には具体的に写真 27 のようなものがある。 
 
第2節 項目による千羽鶴の分析と考察 







よって、鶴の羽にのみ書かれているものが 11 点、カードに書かれているものが 16 点、鶴












名の記載が読み取れたものは 22 点あった。それぞれ東京都からのものが 3 点、埼玉県から
5 点、山梨県から 3 点、京都府から 6 点、大分県から 1 点、佐賀県から 1 点、アメリカ合衆
国から 1 点、スペインから 1 点、ベトナムから 1 点であった。 
表には記載していないが、作成地が判明したものの中でも作成者について述べる。山梨県
からの 3 点は、甲斐市立双葉東小学校、甲斐市立双葉西小学校、甲斐市立双葉中学校の 3 校
からそれぞれ来ていることから、双葉町と同じ「双葉」の名が作成者に入っていることがわ





う。アメリカ合衆国からの 1 点は Santa Barbara City College の学生たちが作成したもの
であるが、その代表が双葉町の出身者であることをメッセージから読み取ることができた。 
また、数量について分析した結果、折鶴を 1,000 羽数えて折られていたものは 19 点ある
ことがわかった。 
以上、項目別に見てきた結果を統合させたものを表 6 及び表 7 に示し、まずは表 6 につ
いて説明する。 
無地の折り紙で作られた 47 点にはメッセージが書かれているものが 29 点あり、その位
置はそれぞれ、鶴の羽が 5 点、カードが 14 点、鶴の羽とカードの両方が 8 点、その他の部
分が 2 点であった。無地で折られた 47 点の内で作成地が明らかになったものは 17 点あ
り、また 1,000 羽数えて折られたものは 14 点あった。 
柄入りの折り紙で作られた 5 点にメッセージが書かれているものと作成地が明らかにな
ったものはいずれもなかったが、1,000 羽数えて折られたものは 2 点見られた。 
無地の折り紙と柄入りの折り紙が混在する 13 点には、メッセージが書かれているものが
7 点あった。メッセージの位置はそれぞれ、鶴の羽が 3 点、カードが 2 点、鶴の羽とカード
の両方が 1 点、その他の部分が 1 点であった。13 点の内で作成地が明らかになったものは
4 点あり、また 1,000 羽数えて折られたものは 3 点確認できた。 
折り紙でない素材で折られているその他の 5 点については、メッセージが書かれている
ものが 3 点あり、その位置はすべて鶴の羽であった。作成地が明らかになったものは 1 点
あったが、1,000 羽数えて折られたものはなかった。 
これらを総合してみると、全 70 点のうち、メッセージが書かれているものが 39 点、1,000
羽数えて折られたものが 19 点、作成地が判明したものが 22 点あった。また、メッセージ
が書かれている 39 点において、メッセージ位置の内訳は鶴の羽が 11、カード 16、鶴の羽














続いて折鶴を 1,000 羽数えて折られていたもの 19 点について見ると、材質はそれぞれ、
無地の折り紙で折られたものが 14 点、柄入りの折り紙で折られたものが 2 点、無地の折り
紙と柄入りの折り紙が混在するものが 3 点あった。このことから、1,000 羽数えられている
ものは無地の折り紙で折られる傾向にあると考えられる。また、作成地が判明したものにつ
いても 22 点中 17 点が無地の折り紙のみから作られていた。ただし、作成地はメッセージ
から読み取ったものであるため、無地の折り紙からなる千羽鶴にメッセージが書かれてい
る割合が高いことが要因である可能性に注意しなければならない。 





次に表 7 について述べる。まず、東京都で作成された 3 点にメッセージが書かれている
ものはなく、材質は無地の折り紙のみであった。1,000 羽数えて折られたものは 2 点見られ
た。埼玉県からの 5 点にはメッセージが書かれているものが 4 点あり、その位置はカード
が 3 点、鶴の羽とカードの両方が 1 点であった。メッセージがカードに書かれていた 3 点





ドの両方であった。また 3 点すべて、その材質は無地の折り紙であった。京都府からの 6 点
はそのすべてにメッセージが書かれており、その箇所はそれぞれ、鶴の羽が 1 点、カードが
1 点、鶴の羽とカードの両方が 4 点という分類となった。6 点いずれも無地の折り紙で折ら
れていた。メッセージがカードに書かれていた 1 点と、鶴の羽とカードの両方に書かれて




の折り紙が混在した状態で 1,000 羽数えて折られていた。この 1 点は佐賀県ふたば幼稚園・
保育園からのものであった。 




京都府からの 6 点は全点が無地の折り紙で折られており、その内 2 点は 1,000 羽数えて
21 
 
折られていた。6 点中 5 点は双葉町の姉妹都市である京都府京丹波町からのものだ。また、
鶴の羽とカードの両方にメッセージが書かれていたものが 6 点中 4 点あるが、その 4 点の






折鶴を 1,000 羽数えて折られていたもので作成地及び作成者が明らかになったものは 6
点あり、東京都の個人からのものが 2 点、埼玉県のサークルから 1 点、京都府の町の教育
委員会と小学校の PTA から各 1 点の計 2 点、佐賀県の幼稚園・保育園から 1 点であった。
その 6 点のメッセージ位置は、鶴の羽が 2 点、カードが 1 点、鶴の羽とカードの両方が 1












表 8 より、写真にて確認できた千羽鶴 55 点の内 15 点が秘書広報課の室内にあった。ま
た、55 点の内 18 点は秘書広報課の廊下にあった。これら 2 つを併せると、写真で確認でき
た 55 点の内 33 点という半数以上が秘書広報課の室内外にあったと言える。またこれは、
千羽鶴全 70 点中で見ても約半数であるため、双葉町に送られた千羽鶴の約半数が秘書広報
課の室内外に飾られていたと見ることができる。 
 写真で確認できた 55 点の内 18 点は作成地が判明しているものであった。これを表 9 に
示す。その 18 点の内 8 点は秘書広報課の廊下にあった。また、18 点中 4 点が京都府から
のものであり、その全てが秘書広報課の廊下に飾られていた。18 点中 3 点は海外から贈ら
れたものであり、全て秘書広報課の廊下に飾られていた。また補足として、千羽鶴全 70 点
中で作成地が判明しているものは 22 点である。つまり、22 点中 18 点が写真で確認できた
ということになる。これより、作成地がわかるもの、つまり送り主を把握できるもの或いは
                                                   





































































図 1 記憶と記録、記憶資料の関係図 






表 1 旧埼玉県立騎西高校校舎の部屋や機能 
場所 部屋、機能 
1 階 下足室（住民用昇降口）、教室 A～H（居室）、 
第 1 体育館へ繋がる渡り廊下、第 2 体育館と生徒ホールへつながる 
渡り廊下（食堂・浴室、物干し場、バス乗降場へも）、 
デイサービス、保健室・健康相談室、保健対応室（感染症対応室） 




3 階 教室 A～H（居室）、入所者（出所者含む）の団らん室、 
町役場職員居室 
4 階 教室 A～H（居室）、その他居室、調理室 
5 階 居室、図書室、子供図書室、会議室 
第 1 体育館 子育てルーム 
第 2 体育館 物資保管場所 
生徒ホール 1 階 食堂、売店（弁当販売） 
生徒ホール 2 階 居室、浴室、洗濯室 














写真 2 2 階 西側廊下 









写真 4 2 階 西側掲示板ポスター 




写真 6 2 階 西側防火扉周辺 
 
 
表 2 データ項目 
 項目 説明 
1 整理番号 資料を識別する番号。 
2 名称 資料の名称。 
3 分類 資料の分類。（例：掲示物、千羽鶴、寄せ書き、など） 
4 作成日時 資料の作成年月日。西暦。 
5 作成地 資料の作成地。都道府県。海外なら国名。 
6 作成者 資料の作成者。市町村や団体など。 
7 受取人 資料の受取人。 
8 出所 資料の出所。 
9 数量 資料の数量。 
10 寸法 資料の寸法。（縦×横）（cm） 
11 形態 資料の物理的形態。 
12 材質 資料の材料、材質。 
13 関係 他の資料との関係。 
14 写真 資料を撮影した写真の記号、番号。 


































































































































































































      
東電・経産省 44 〇 周辺地域 
交通 
新聞 
校舎案内 〇 〇 〇    
町長室・事務室 71  イベント 校舎案内 
ごみ出し 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 
秘書広報課 14  周辺地域 
交通 
  〇   〇   
警備室 1  周辺地域         
議会事務局 5 〇          〇 
進路資料室 14    校舎案内  〇  〇  〇 
教育委員会 15  イベント ごみ出し       
町役場事務室 6    役場から 
ごみ出し 
      





〇  〇 〇  〇 




    〇 〇 
会議室 2    役場から 〇      
西側流し場 14    施設使用方法 〇  〇  〇  
東側流し場 5    施設使用方法 〇      
東側廊下 6    校舎案内    〇 〇 〇 
町役場職員居室 3    校舎案内 
役場から 
   〇 〇  




   〇  〇 
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東側掲示板 9  周辺地域 
交通 
校舎案内     〇 〇 











































































写真 23 千羽鶴 








写真 26 鶴の羽にメッセージのある千羽鶴 























1,000 羽 総数 
鶴の羽 カード 鶴の羽とカード その他 計 
無地 5 14 8 2 29 17 14 47 
柄 0 0 0 0 0 0 2 5 
混在 3 2 1 1 7 4 3 13 
その他 3 0 0 0 3 1 0 5 














数 鶴の羽 カード 
鶴の羽と
カード 
その他 計 無地 柄 混在 その他 
東京 0 0 0 0 0 3 0 0 0 2 3 
埼玉 0 3 1 0 4 4 0 1 0 1 5 
山梨 0 0 3 0 3 3 0 0 0 0 3 
京都 1 1 4 0 6 6 0 0 0 2 6 
大分 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
佐賀 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 
アメリカ 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 
スペイン 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 
ベトナム 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 




表 8 千羽鶴の出所と点数 
出所（写真） 出所（文字） 点数 
写真と文字で 
出所が異なる点数 
町長室 町長室 秘書広報課 5 0 
秘書広報課 秘書広報課 15 0 
秘書広報課 廊下 秘書広報課 廊下 18 1 
秘書広報課 
警備室 2F 秘書広報課 2 2 
秘書広報課 廊下 
警備室 廊下 2F 秘書広報課 1 1 
議会事務局 廊下 秘書広報課 廊下 1 1 
教育委員会 教育委員会 2 0 
教育委員会 廊下 教育委員会 7 0 
町役場事務室 2F 教育委員会 1 1 
生徒ホール 町長室 秘書広報課 2 2 
第 2 体育館 体育館 2 1 0 































町長室 1 2               3 
秘書広報課   1               1 
秘書広報課 廊下 1     4     1 1 1 8 
教育委員会 廊下   1     1 1       3 
町役場事務室   1               1 
生徒ホール     2             2 
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